
第１学年２組 英語科 学習指導案 

指導者 瀨木 淳史 

１ 日時・場所  平成 28 年 10 月 27 日（木） 第１校時 １年２組教室 

２ 単 元 名    Lesson 6 ～My family～ 

３ 授業構想 

○学  習  活  動 

・生徒の様子やことば 

指 導 上 の 留 意 点 

○教師の手だてや支援 ◎評価 

◯Greeting 

◯Lesson 6の文法事項のまとめ 

 

 

◯人物紹介 

◯発表・振り返り 

◯Greeting 

◯プロジェクターで画像を投影する 

◯動詞の活用を板書する 

 

 

◯発音などのヒントカードを渡す 

◎ワークシートの記述で確認する 

導入の段階では、肯定的に人物紹介するパターンと、否定的に紹介するパターンを教師がロールプレイを

した。展開の前半では、教師の『自分の尊敬する人物を紹介しよう』という主発問のもと、生徒は前時まで

に思い描いた人物について紹介した。ワークシートは問題形式になっており、問題を進めることで、好きな

ことや兄弟がいるかなどについて紹介できるようになっていた。後半の活動として、人物紹介を英語で書く

活動を行った。終結の段階では、本時に書いた人物紹介や学習内容の振り返りを生徒が言い、教師から良い

表れや良い表現を伝えた。また、三単現などの英語ならではの名称や文法の理解は大切であり、表現の幅を

広げると言うことを伝え、授業を終了した。 

４ 授業の成果と課題 

今回の授業を受けて、今後に活かしたいことが２つある。１つ目は、書くことを授業の中心に据えたとき、

予想される生徒の表れとして、「◯◯って英語でなんて書くのですか？」という類いの質問が出ることがあ

り、その対応が難しいことです。生徒の現れに対して、「自分で考える」という機会を設け、生徒が自主的

に教科書やワークシートを読み返したり、級友に聞いたりする姿を期待したい。 

次に、生徒が定期テストや実力テストで力を発揮できるよう、授業の中で課題を明確に設定することと、

まとめの活動を徹底したい。今までの自分自身の授業では、活動が中心になってしまう時があり、生徒にど

んな力が身に付いたか評価できないときがあった。今後は、指導と評価が一体化するよう、生徒の実態の把

握を欠かさずに行いたい。 

 

みんなの尊敬する人物（キャラ）を紹介しよう 

浜松市立入野中学校 


